
JP 2014-32299 A 2014.2.20

10

(57)【要約】
【課題】低コスト化を図ることができるプロジェクター
を提供すること。
【解決手段】第一光源、第二光源、第三光源及び第四光
源の４つの光源に対して、第一光変調部及び第二光変調
部の２つの光変調部を配置すれば済むため、当該光変調
部が３つ必要な構成に比べて、コストを抑えることがで
きる。これにより、低コスト化を図ることができる。ま
た、光変調部が２つで済むため、当該光変調部を３つ配
置する必要がある構成に比べて、小型化を図ることがで
きる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一光を射出する第一光源と、
　前記第一光よりも波長が短い第二光を射出する第二光源と、
　前記第一光及び前記第二光を変調し第一偏光として射出する第一光変調部と、
　前記第一光よりも波長が短い第三光を射出する第三光源と、
　前記第三光よりも波長が短い第四光を射出する第四光源と、
　前記第三光及び前記第四光を変調し第二偏光として射出する第二光変調部と、
　前記第一光変調部から射出された前記第一光及び前記第二光を透過及び反射のうち一方
によって所定方向に射出すると共に前記第二光変調部から射出された前記第三光及び前記
第四光を透過及び反射のうち前記一方とは異なる他方によって前記所定方向に射出するこ
とで前記第一光、前記第二光、前記第三光及び前記第四光を合成可能な合成部と、
　前記第一光源及び前記第三光源に対して前記第一光及び前記第三光を第一期間に射出さ
せ、前記第二光源及び前記第四光源に対して前記第二光及び前記第四光を前記第一期間の
後の第二期間に射出させると共に、前記第一期間には前記第一光に対応する変調が行われ
前記第二期間には前記第二光に対応する変調が行われるように前記第一光変調部を制御し
、前記第一期間には前記第三光に対応する変調が行われ前記第二期間には前記第四光に対
応する変調が行われるように前記第二光変調部を制御する制御部と
　を備えるプロジェクター。
【請求項２】
　前記第一光は、赤色光であり、
　前記第二光及び前記第三光は、緑色光であり、
　前記第四光は、青色光である
　請求項１に記載のプロジェクター。
【請求項３】
　前記第一光源、前記第二光源、前記第三光源及び前記第四光源として、それぞれ発光ダ
イオードが用いられており、
　前記制御部は、前記第一期間又は前記第二期間に前記第一光源、前記第二光源、前記第
三光源及び前記第四光源のそれぞれに対してパルス電圧を供給することで前記第一光源、
前記第二光源、前記第三光源及び前記第四光源を点灯させる
　請求項１又は請求項２に記載のプロジェクター。
【請求項４】
　前記第一光変調部及び前記第二光変調部は、前記第一光、前記第二光、前記第三光及び
前記第四光の像がそれぞれマトリクス状に配置された複数の画素を有するように前記第一
光、前記第二光、前記第三光及び前記第四光を変調し、
　前記第一光変調部によって変調された前記第一光及び前記第二光の前記像と、前記第二
変調部によって変調された前記第三光及び前記第四光の前記像とが、それぞれの前記像に
含まれる複数の画素が行方向及び列方向に半ピッチずつずれた状態で合成されるように前
記第一光変調部及び前記第二光変調部が配置されている
　請求項１から請求項３のうちいずれか一項に記載のプロジェクター。
【請求項５】
　前記第一光変調部及び前記第二光変調部として、それぞれ液晶装置が用いられている
　請求項１から請求項４のうちいずれか一項に記載のプロジェクター。
【請求項６】
　前記第一偏光及び前記第二偏光のうち、一方がＰ偏光であり、他方がＳ偏光である
　請求項１から請求項５のうちいずれか一項に記載のプロジェクター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクターに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　光源部から射出される光を、光変調装置で画像情報に応じて変調し、得られた画像を投
写レンズによって拡大投写するプロジェクターが知られている。このようなプロジェクタ
ーとして、例えば赤色光、緑色光及び青色光に対してそれぞれ光変調装置を配置し、変調
後の光を合成する構成が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－４２４３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記構成においては、光変調装置を３つ用いる必要があるため、コスト
が高くなってしまう。
【０００５】
　以上のような事情に鑑み、本発明は、低コスト化を図ることができるプロジェクターを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るプロジェクターは、第一光を射出する第一光源と、前記第一光よりも波長
が短い第二光を射出する第二光源と、前記第一光及び前記第二光を変調し第一偏光として
射出する第一光変調部と、前記第一光よりも波長が短い第三光を射出する第三光源と、前
記第三光よりも波長が短い第四光を射出する第四光源と、前記第三光及び前記第四光を変
調し第二偏光として射出する第二光変調部と、前記第一光変調部から射出された前記第一
光及び前記第二光を透過及び反射のうち一方によって所定方向に射出すると共に前記第二
光変調部から射出された前記第三光及び前記第四光を透過及び反射のうち前記一方とは異
なる他方によって前記所定方向に射出することで前記第一光、前記第二光、前記第三光及
び前記第四光を合成可能な合成部と、前記第一光源及び前記第三光源に対して前記第一光
及び前記第三光を第一期間に射出させ、前記第二光源及び前記第四光源に対して前記第二
光及び前記第四光を前記第一期間の後の第二期間に射出させると共に、前記第一期間には
前記第一光に対応する変調が行われ前記第二期間には前記第二光に対応する変調が行われ
るように前記第一光変調部を制御し、前記第一期間には前記第三光に対応する変調が行わ
れ前記第二期間には前記第四光に対応する変調が行われるように前記第二光変調部を制御
する制御部とを備える。
【０００７】
　本発明によれば、４つの光源のうち第一光源からの第一光及び第二光源からの第二光に
ついては第一光変調部を用いて第一期間及び第二期間と期間をずらして変調することがで
き、第三光源からの第三光及び第四光源からの第四光については第二光変調部を用いて第
一期間及び第二期間と期間をずらして変調することができるので、第一光変調部及び第二
光変調部の２つの光変調部を配置すれば済む。これにより、当該光変調部が３つ必要な構
成に比べて、コストを抑えることができるため、低コスト化を図ることができる。また、
光変調部が２つで済むため、当該光変調部を３つ配置する必要がある構成に比べて、小型
化を図ることができる。
【０００８】
　上記のプロジェクターにおいて、前記第一光は、赤色光であり、前記第二光及び前記第
三光は、緑色光であり、前記第四光は、青色光であることが好ましい。　
　本発明によれば、赤色光、緑色光、青色光の３色の光を変調する光変調部が２つで済む
ため、当該光変調部が３つ必要な構成に比べて、コストを抑えることができる。
【０００９】
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　上記のプロジェクターにおいて、前記第一光源、前記第二光源、前記第三光源及び前記
第四光源として、それぞれ発光ダイオードが用いられており、前記制御部は、前記第一期
間又は前記第二期間に前記第一光源、前記第二光源、前記第三光源及び前記第四光源のそ
れぞれに対してパルス電圧を供給することで前記第一光源、前記第二光源、前記第三光源
及び前記第四光源を点灯させることが好ましい。　
　本発明によれば、第一光源、第二光源、第三光源及び第四光源として用いられる発光ダ
イオードに対して、瞬間的に大きな電流を流すことができるため、高い発光量を得ること
ができる。これにより、輝度に優れたプロジェクターを得ることができる。
【００１０】
　上記のプロジェクターにおいて、前記第一光変調部及び前記第二光変調部は、前記第一
光、前記第二光、前記第三光及び前記第四光の像がそれぞれマトリクス状に配置された複
数の画素を有するように前記第一光、前記第二光、前記第三光及び前記第四光を変調し、
前記第一光変調部によって変調された前記第一光及び前記第二光の前記像と、前記第二変
調部によって変調された前記第三光及び前記第四光の前記像とが、それぞれの前記像に含
まれる複数の画素が行方向及び列方向に半ピッチずつずれた状態で合成されるように前記
第一光変調部及び前記第二光変調部が配置されていることが好ましい。　
　本発明によれば、光が第一光変調部で変調されて形成される画像と光が第二光変調部で
変調されて形成される画像とが行方向及び列方向に半ピッチずつずれた状態で合成される
ため、見かけ上の解像度（擬似解像度）を向上させることができる。
【００１１】
　上記のプロジェクターにおいて、前記第一光変調部及び前記第二光変調部として、それ
ぞれ液晶装置が用いられていることが好ましい。　
　本発明によれば、第一光変調部及び第二光変調部として、それぞれ液晶装置が用いられ
ているので、当該光変調部が３つ必要な構成に比べて、液晶装置に対するコストを抑える
ことができる。
【００１２】
　上記のプロジェクターにおいて、前記第一偏光及び前記第二偏光のうち、一方がＰ偏光
であり、他方がＳ偏光であることが好ましい。　
　本発明によれば、第一偏光及び第二偏光のうち一方がＰ偏光であり、他方がＳ偏光であ
るため、効率よく光の合成を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施の形態に係るプロジェクターの構成を示す図。
【図２】本実施形態に係るダイクロイック膜の光透過率を示すグラフ。
【図３】本実施形態に係るプロジェクターの動作を示すタイムチャート。
【図４】本実施形態に係るプロジェクターの動作を示すタイムチャート。
【図５】本実施形態に係るプロジェクターの動作を示すタイムチャート。
【図６】本発明の変形例に係るスクリーン投影画像を示す図。
【図７】本発明の変形例に係るダイクロイック膜の光透過率を示すグラフ。
【図８】本発明の変形例に係るプロジェクターの動作を示すタイムチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態を説明する。本実施形態は、本発明の一態
様を示すものであり、この発明を限定するものではない。したがって、本実施形態に係る
各構成要素は、本発明の技術的思想の範囲内で任意に変更可能である。また、以下の図面
においては、各構成をわかりやすくするために、実際の構造と各構造における縮尺や数等
が異なっている。
【００１５】
　図１は、本発明の実施の形態に係るプロジェクター１の概略構成を示す図である。　
　図１に示すように、プロジェクター１は、光源部１００、照明光学系２００、光変調部



(5) JP 2014-32299 A 2014.2.20

10

20

30

40

50

３００、光合成部４００、投写レンズ５００及び制御部ＣＯＮＴを有する。
【００１６】
　光源部１００は、第一光源１１０、第二光源１２０、第三光源１３０及び第四光源１４
０の４つの光源を有する。第一光源１１０、第二光源１２０、第三光源１３０及び第四光
源１４０として、それぞれ発光ダイオードが用いられている。
【００１７】
　第一光源１１０は、第一光として例えば赤色光を発光する。第二光源１２０は、第二光
として例えば緑色光を発光する。第三光源１３０は、第三光として例えば緑色光を発光す
る。第四光源１４０は、第四光として例えば青色光を発光する。この場合、第二光及び第
三光は第一光よりも波長が短く、第四光は第三光よりも波長が短い。
【００１８】
　ピックアップ光学系１１１は、第一光源１１０から射出された赤色光をダイクロイック
ミラー１５０に導く。また、ピックアップ光学系１２１は、第二光源１２０から射出され
た緑色光をダイクロイックミラー１５０に導く。ダイクロイックミラー１５０は、第一光
源１１０から射出された赤色光を反射すると共に、第二光源１２０から射出された緑色光
を透過する。
【００１９】
　ピックアップ光学系１３１は、第三光源１３０から射出された緑色光をダイクロイック
ミラー１６０に導く。また、ピックアップ光学系１４１は、第四光源１４０から射出され
た緑色光をダイクロイックミラー１６０に導く。ダイクロイックミラー１６０は、第三光
源１３０から射出された緑色光を透過すると共に、第四光源１４０から射出された青色光
を反射する。
【００２０】
　照明光学系２００は、第一照明光学系２１０及び第二照明光学系２２０を有する。　
　第一照明光学系２１０は、ダイクロイックミラー１５０を介した赤色光及び緑色光の光
路に配置されている。
【００２１】
　第一照明光学系２１０は、フライアイインテグレーター２１１、偏光変換素子２１２、
平行化レンズ２１３及び集光レンズ２１４を備えている。フライアイインテグレーター２
１１は、第１レンズアレイ２１１ａ及び第２レンズアレイ２１１ｂを有する。第１レンズ
アレイ２１１ａ及び第２レンズアレイ２１１ｂは、複数の小レンズを備えている。複数の
小レンズは、ダイクロイックミラー１５０を介した赤色光及び緑色光の光軸ＯＣ１と直交
する面内にマトリクス状に配列されている。
【００２２】
　偏光変換素子２１２は、ランダム偏光の光束を一方向の偏光光に揃える。　
　平行化レンズ２１３は、偏光変換素子２１２から射出された赤色光及び緑色光を平行化
する。　
　集光レンズ２１４は、平行化された赤色光及び緑色光を光変調部３００（第一光変調部
３１０）へ射出する。
【００２３】
　第二照明光学系２２０は、ダイクロイックミラー１６０を介した緑光及び青色光の光路
に配置されている。　
　第二照明光学系２２０は、第一照明光学系２１０と同様に、フライアイインテグレータ
ー２２１、偏光変換素子２２２、平行化レンズ２２３及び集光レンズ２２４を備えている
。フライアイインテグレーター２２１は、第１レンズアレイ２２１ａ及び第２レンズアレ
イ２２１ｂを有する。第１レンズアレイ２２１ａ及び第２レンズアレイ２２１ｂは、複数
の小レンズを備えている。複数の小レンズは、ダイクロイックミラー１６０を介した緑色
光及び青色光の光軸ＯＣ２と直交する面内にマトリクス状に配列されている。
【００２４】
　偏光変換素子２２２は、ランダム偏光の光束を一方向の偏光光に揃える。　
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　平行化レンズ２２３は、偏光変換素子２２２から射出された緑色光及び青色光を平行化
する。　
　集光レンズ２２４は、平行化された緑色光及び青色光を光変調部３００（第二光変調部
３２０）へ射出する。
【００２５】
　光変調部３００は、第一光変調部３１０及び第二光変調部３２０を有する。第一光変調
部３１０は、集光レンズ２１４から射出された赤色光及び緑色光を変調し、第一偏光（Ｐ
偏光）として射出する。第二光変調部３２０は、集光レンズ２２４から射出された緑色光
及び青色光を変調し、第二偏光（Ｓ偏光）として射出する。
【００２６】
　第一光変調部３１０及び第二光変調部３２０としては、例えば液晶装置を用いることが
できる。当該液晶装置としては、透過型及び反射型のいずれの構成の液晶装置であっても
良い。また、第一光変調部３１０及び第二光変調部３２０としてＤＭＤなどの光変調素子
を用いても良い。
【００２７】
　第一光変調部３１０及び第二光変調部３２０は、例えば複数の画素がマトリクス状に配
置された構成を有する。第一光変調部３１０及び第二光変調部３２０は、それぞれの変調
後の光が投写レンズ５００を介してスクリーンなどに投写される場合において、投写画像
を構成する画素同士が重なるように配置されている。
【００２８】
　光合成部４００は、第一光変調部３１０及び第二光変調部３２０によって変調された光
を合成する。光合成部４００は、ダイクロイック膜４０１を有する。ダイクロイック膜４
０１は、光の偏光方向（Ｐ偏光、Ｓ偏光）及び波長に応じて、光透過率（又は光反射率）
の特性が変化する性質を有する。
【００２９】
　図２は、ダイクロイック膜４０１の光透過率特性の一例を示すグラフである。　
　グラフの縦軸は光透過率（％）を示し、グラフの横軸は光の波長（ｎｍ）を示す。グラ
フ（１）は、Ｐ偏光についての特性である。グラフ（２）は、Ｓ偏光についての特性であ
る。
【００３０】
　図２のグラフ（１）に示すように、ダイクロイック膜４０１は、例えば波長４８０ｎｍ
以上のＰ偏光に対して光透過率がほぼ１００％となっている。したがって、波長４８０ｎ
ｍ以上のＰ偏光をダイクロイック膜４０１に照射すると、当該Ｐ偏光はダイクロイック膜
４０１を透過する。
【００３１】
　また、図２のグラフ（２）に示すように、ダイクロイック膜４０１は、Ｓ偏光について
は、波長が５４０ｎｍ以上の光に対して光透過率がほぼ１００％となっている。このよう
に、ダイクロイック膜４０１において、Ｐ偏光の光透過率のグラフ（１）に対して、Ｓ偏
光の光透過率のグラフ（２）は、長波長側にずれた形状となっている。
【００３２】
　また、図２のグラフ（２）に示すように、ダイクロイック膜４０１は、Ｓ偏光に対して
は波長が５４０ｎｍよりも小さくなるにつれて光透過率が小さくなっていき、例えば波長
５３０ｎｍ以下のＳ偏光に対して光透過率がほぼ０％となっている。したがって、例えば
波長４８０ｎｍ以上５３０ｎｍ以下の光については、Ｐ偏光の場合にはダイクロイック膜
４０１を透過し、Ｓ偏光の場合にはダイクロイック膜４０１によって反射される。
【００３３】
　ダイクロイック膜４０１の上記性質により、第一光源１１０から射出される赤色光及び
第二光源１２０から射出される緑色光については、それぞれ４８０ｎｍを超える波長を有
する光を用いることができる。これにより、第一光変調部３１０からＰ偏光として射出さ
れる赤色光及び緑色光がダイクロイック膜４０１を透過することになる。
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【００３４】
　また、第三光源１３０から射出される緑色光については、４８０ｎｍ以上５４０ｎｍ以
下の波長を有する光を用いることができる。第四光源１４０から射出される青色光につい
ては、５４０ｎｍ以下の波長を有する光を用いることができる。これにより、第二光変調
部３２０からＳ偏光として射出される緑色光及び青色光がダイクロイック膜４０１によっ
て反射されることになる。第二光源１２０及び第三光源１３０として、同一波長域の光を
射出する発光ダイオードを用いても良いし、異なる波長域の光を射出する発光ダイオード
を用いても良い。第二光源１２０及び第三光源１３０として同一波長域の光を射出する発
光ダイオードを用いる場合、波長が４８０ｎｍ以上５４０ｎｍ以下の光を射出する発光ダ
イオードを用いればよい。
【００３５】
　このように光合成部４００は、ダイクロイック膜４０１を透過した透過光（Ｐ偏光の赤
色光及び緑色光）と、ダイクロイック膜４０１によって反射された反射光（Ｓ偏光の緑色
光及び青色光）とを合成し、画像光として射出する。このとき、透過光（赤色光及び緑色
光）がＰ偏光であり、反射光（緑色光及び青色光）がＳ偏光であるため、効率よく光の合
成が行われることとなる。
【００３６】
　投写レンズ５００は、光合成部４００から射出された画像光をスクリーン（不図示）等
に拡大投写する。　
　制御部ＣＯＮＴは、上記各部を統括的に制御する。
【００３７】
　次に、上記のように構成されたプロジェクター１の動作を説明する。　
　まず、光源部１００に対する動作を説明する。図３は、光源部１００の動作を示すタイ
ムチャートである。タイムチャートの縦軸は第一光源１１０、第二光源１２０、第三光源
１３０及び第四光源１４０に印加される電圧値（相対値）を示す。タイムチャートの横軸
は、時間の経過を示す。
【００３８】
　図３に示すように、制御部ＣＯＮＴは、動作開始から第一期間（例、８ｍｓ）、第一光
源１１０及び第三光源１３０に対してパルス電流を供給し、第一光源１１０及び第三光源
１３０を点灯させる。この動作により、第一光源１１０からは赤色光が射出され、第三光
源１３０からは緑色光が射出される。この動作では、第一光源１１０及び第三光源１３０
に対して瞬間的に大きな電流が流れるため、高い発光量が得られる。第一期間が終了した
後、第一光源１１０及び第三光源１３０が消灯する。
【００３９】
　その後、当該第一期間に連続する第二期間（例、８ｍｓ）、制御部ＣＯＮＴは、第二光
源１２０及び第四光源１４０に対してパルス電流を供給し、第二光源１２０及び第四光源
１４０を点灯させる。この動作により、第二光源１２０からは緑色光が射出され、第四光
源１４０からは青色光が射出される。この動作では、第二光源１２０及び第四光源１４０
に対して瞬間的に大きな電流が流れるため、高い発光量が得られる。第二期間が終了した
後、第二光源１２０及び第四光源１４０が消灯する。
【００４０】
　制御部ＣＯＮＴが上記の動作を連続して繰り返し行わせることにより、第一光源１１０
による赤色光と第三光源１３０による緑色光とが射出される期間（第一期間）と、第二光
源１２０による緑色光と第四光源１４０による青色光とが射出される期間（第二期間）と
が交互に繰り返される。
【００４１】
　次に、光変調部３００に対する動作を説明する。図４は、第一光変調部３１０及び第二
光変調部３２０の動作を示すタイムチャートである。　
　上記第一期間において、第一光変調部３１０には第一光源１１０から射出された赤色光
が照射される。そこで、図４に示すように、制御部ＣＯＮＴは、第一期間において、第一
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光変調部３１０に対しては当該赤色光に対応する画像信号を入力させる。この動作により
、赤色光に対応した変調が行われる。
【００４２】
　また、上記第一期間において、第二光変調部３２０には第三光源１３０から射出された
緑色光が照射される。そこで、図４に示すように、制御部ＣＯＮＴは、第一期間において
、第二光変調部３２０に対しては当該緑色光に対応する画像信号を入力させる。この動作
により、緑色光に対応した変調が行われる。
【００４３】
　一方、上記第二期間において、第一光変調部３１０には第二光源１２０から射出された
緑色光が照射される。そこで、図４に示すように、制御部ＣＯＮＴは、第二期間において
、第一光変調部３１０に対しては当該緑色光に対応する画像信号を入力させる。この動作
により、緑色光に対応した変調が行われる。
【００４４】
　また、上記第二期間において、第二光変調部３２０には第四光源１４０から射出された
青色光が照射される。そこで、図４に示すように、制御部ＣＯＮＴは、第二期間において
、第二光変調部３２０に対しては当該青色光に対応する画像信号を入力させる。この動作
により、青色光に対応した変調が行われる。
【００４５】
　図５は、光合成部４００において合成される画像の変化とスクリーンに投写される画像
の変化を示すタイムチャートである。　
　上記の動作の結果、第一期間において、光合成部４００には、第一光変調部３１０によ
って変調されたＰ偏光の赤色光と、第二光変調部３２０によって変調されたＳ偏光の緑色
光とが入射する。光合成部４００では、Ｐ偏光の赤色光はダイクロイック膜４０１を透過
し、Ｓ偏光の緑色光はダイクロイック膜４０１によって反射される。
【００４６】
　したがって、図５に示すように、第一期間において、投写レンズ５００を介してスクリ
ーンに投写される画像は、Ｐ偏光の赤色光の画像（赤色画像）と、Ｓ偏光の緑色光の画像
（緑色画像）である。スクリーンにはこれら赤色画像と緑色画像とが合成された状態で投
写され、例えばイエローの画像として表示される。
【００４７】
　また、上記の動作の結果、第二期間において、光合成部４００には、第一光変調部３１
０によって変調されたＰ偏光の緑色光と、第二光変調部３２０によって変調されたＳ偏光
の青色光とが入射する。光合成部４００では、Ｐ偏光の緑色光はダイクロイック膜４０１
を透過し、Ｓ偏光の青色光はダイクロイック膜４０１によって反射される。
【００４８】
　したがって、図５に示すように、第二期間において、投写レンズ５００を介してスクリ
ーンに投写される画像は、Ｐ偏光の緑色光の画像（緑色画像）と、Ｓ偏光の青色光の画像
（青色画像）である。スクリーンにはこれら緑色画像と青色画像とが合成された状態で投
写され、例えばシアンの画像として表示される。
【００４９】
　以上のように、本実施形態によれば、４つの光源のうち第一光源１１０からの赤色光及
び第二光源１２０からの緑色光については第一光変調部３１０を用いて第一期間及び第二
期間と期間をずらして変調することができ、第三光源１３０からの緑色光及び第四光源１
４０からの青色光については第二光変調部３２０を用いて第一期間及び第二期間と期間を
ずらして変調することができるので、第一光変調部３１０及び第二光変調部３２０の２つ
の光変調部を配置すれば済む。これにより、当該光変調部が３つ必要な構成に比べて、コ
ストを抑えることができるため、低コスト化を図ることができる。また、光変調部が２つ
で済むため、当該光変調部を３つ配置する必要がある構成に比べて、小型化を図ることが
できる。
【００５０】
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　また、本実施形態によれば、第一光源１１０、第二光源１２０、第三光源１３０及び第
四光源１４０として発光ダイオードが用いられ、当該第一光源１１０、第二光源１２０、
第三光源１３０及び第四光源１４０のそれぞれに対してパルス電圧を供給することで点灯
させることとしたので、第一光源１１０、第二光源１２０、第三光源１３０及び第四光源
１４０に対して瞬間的に大きな電流を流すことができる。これにより、高い発光量が得ら
れるので、輝度に優れたプロジェクター１を得ることができる。
【００５１】
　また、例えば赤色光源、緑色光源及び青色光源の３色の光源を２光路に配置すると、バ
ンド幅が長すぎるため、角度依存性が悪く、十分な光が投写レンズ側に来なくなるが、本
実施形態では、緑色の光源（第二光源１２０及び第三光源１３０）を２つの光路にそれぞ
れ配置しながら、一方の光路には赤色の光源（第一光源１１０）、他方には青色の光源（
第四光源１４０）しかないため、合成する膜特性が得られやすくなる。
【００５２】
　本発明の技術範囲は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しな
い範囲で適宜変更を加えることができる。　
　例えば、上記実施形態では、第一光変調部３１０及び第二光変調部３２０が、それぞれ
の変調後の光が投写レンズ５００を介してスクリーンなどに投写される場合において、投
写画像を構成する画素同士が重なるように配置された構成を例に挙げて説明したが、これ
に限られることは無い。
【００５３】
　例えば図６に示すように、第一光変調部３１０及び第二光変調部３２０のそれぞれの変
調後の光がスクリーンなどに投写される場合において、第一光変調部３１０を介した画像
Ｉｍ１に含まれる画素５０と、第二光変調部３２０を介した画像Ｉｍ２に含まれる画素６
０とが、行方向及び列方向に例えば半画素分のピッチずつずれた状態で重なるように、第
一光変調部３１０及び第二光変調部３２０が配置されている構成であっても良い。これに
より、見かけ上の解像度（擬似解像度）を向上させることができる。
【００５４】
　また、上記実施形態では、ダイクロイック膜４０１の光透過特性として、Ｐ偏光の光透
過率の分布に対してＳ偏光の光透過率の分布が長波長側にずれた形状となっている例を挙
げて説明したが、これに限られることは無い。
【００５５】
　図７は、ダイクロイック膜４０１の光透過率特性の一例を示すグラフである。　
　グラフの縦軸は光透過率（％）を示し、グラフの横軸は光の波長（ｎｍ）を示す。グラ
フ（３）は、Ｐ偏光についての特性である。グラフ（４）は、Ｓ偏光についての特性であ
る。
【００５６】
　図７に示すように、Ｐ偏光の光透過率の分布に対してＳ偏光の光透過率の分布が短波長
側にずれた形状となっているダイクロイック膜を用いても良い。なお、一般的には、Ｓ偏
光の光透過率の分布は、Ｐ偏光の光透過率の分布に対して、光反射帯域（例、光透過率が
０となる帯域）が広がる方向にずれることになる。
【００５７】
　図７に示す特性を有するダイクロイック膜において、例えばＳ偏光の赤色光は当該ダイ
クロイック膜によって反射される。また、青色光は、Ｐ偏光及びＳ偏光いずれも当該ダイ
クロイック膜を透過する。また、波長５５０ｎｍ以上６００ｎｍ以下のＳ偏光（例、緑色
光）については、ダイクロイック膜によって反射される。
【００５８】
　この性質を踏まえると、上記実施形態の構成に対して、例えば赤色光の第一光源１１０
が配置される位置に、第四光源として青色光を射出する発光ダイオードを配置し、緑色光
の第二光源１２０が配置される位置に、第三光源として緑色光を射出する発光ダイオード
を配置し、緑色光の第三光源１３０が配置される位置に、第二光源として緑色光を射出す
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て赤色光を射出する発光ダイオードを配置することができる。
【００５９】
　この場合、第一光源からの赤色光及び第二光源からの緑色光は、図７に示す特性を有す
るダイクロイック膜によって反射される。また、第三光源からの緑色光及び第四光源から
の青色光は、当該ダイクロイック膜を透過する。この場合、緑色光については、波長５５
０ｎｍ以上６００ｎｍ以下の範囲の光を用いることができる。
【００６０】
　なお、このとき、上記実施形態の第二光変調部３２０が赤色光及び緑色光を変調して第
一偏光（Ｓ偏光）として射出し、第一光変調部３１０が青色光及び緑色光を変調して第二
偏光（Ｐ偏光）となるように射出する。
【００６１】
　また、当該ダイクロイック膜による反射光と透過光とを合成する場合、反射光（赤色光
及び緑色光）がＳ偏光であり、透過光（緑色光及び青色光）がＰ偏光であるため、効率よ
く光の合成が行われることとなる。
【００６２】
　また、上記実施形態では、例えば図３に示すように、第一期間又は第二期間の全期間に
第一光源１１０～第四光源１４０の各光源から光を射出させる構成としたが、これに限ら
れることは無い。例えば図８に示すように、第一期間及び第二期間が開始してから一定期
間経過後に第一光源１１０～第四光源１４０を点灯させる構成であっても良い。これによ
り、混色を防ぐことができる。
【符号の説明】
【００６３】
　ＣＯＮＴ…制御部　Ｉｍ１，Ｉｍ２…画像　１…プロジェクター　５０，６０…画素　
１００…光源部　１１０…第一光源　１２０…第二光源　１３０…第三光源　１４０…第
四光源　３００…光変調部　３１０…第一光変調部　３２０…第二光変調部　４００…光
合成部　４０１…ダイクロイック膜　５００…投写レンズ。
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